
つらい月経痛（生理痛）の原因は病気かもしれません
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子宮内膜症、子宮腺筋症、子宮筋腫の治療は、主に薬を使う薬物療法と、
手術を行う外科的療法があります。症状や年齢、妊娠の希望などを踏まえて、
医師と相談し、適切な治療を選択しましょう。

女性ホルモンの分泌を抑え、月経と排卵を止め、一時的に閉経状態をつくることにより病巣を
小さくする働きがあります。皮下注射剤と経口剤があります。
更年期障害に似た症状（のぼせ、ほてりなど）がみられることがあり、通常6ヵ月使用します。

IUSとは、Intra Uterine Systemの略で、黄体ホルモンを子宮の中に持続
的に放出する子宮内システムです。医師が子宮の中に挿入します。子宮
内膜に直接作用して、増殖を強く抑えることにより経血量を減少させ、プロ
スタグランジンの産生を抑えて月経痛を緩和します。装着後2～3ヵ月間は
月経時期以外の少量出血などがみられる場合もあります。1度装着すると
最長で5年間効果が持続します。

以前は、お腹を切る開腹手術が一般的でしたが、最近は保存手術、根治手術ともに内視鏡（腹腔鏡、子宮鏡）
をつかった手術が増えています。腹腔鏡下手術の場合は、おへその周りに数ヵ所穴を開けてから腹腔鏡
や器具を挿入し、病巣を摘出します。




